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　南あわじ市では、人手不足に悩む事業所と、「長時間は難しいけれど、少しなら働きたい」と考える市民の双方を
つなぐ新しい仕組みとして、「超短時間雇用プロジェクト」に取り組んでいます。週１日、１回１時間
からなどの短時間雇用を基本に、仕事を細かく整理し、無理のない働き方をつくります。間に立つコー
ディネーターが、仕事の切り出しから就労後のフォローまで丁寧に支援することが特徴です。
　誰もが役割を持ち続けられる地域を目指した取り組みです。

■なぜ南あわじ市は「超短時間雇用」に取り組むのか

　コーディネーターが事業所と求職者をつなぎ、実際の雇用事例も生まれ始めています。
【実績（令和 7 年 4 月～現在）】
登録求職者数 ：36 人　職場見学： 14 件　職務体験： 11 件　雇用決定： 9 件
　ビールやパン、素麺などの製造補助、貸別荘のリネン回収、事務補助業務など、一般企業においても短時間の仕
事が生まれています。週 2 ～ 3 回・1 ～ 3 時間といった形で、少しの時間から働く仕組みづくりが進んでいます。
登録者は10代から70代まで幅広く、平均年齢は48.1歳。多様な背景を持つ人が、少しずつ地域で働き始めています。

■令和7年度の取り組み実績

３３ ２２

問長寿・保険課生涯活躍推進室☎43-5260問長寿・保険課生涯活躍推進室☎43-5260
　福祉課☎43-5216　福祉課☎43-5216

市ホームページ

　令和 8 年度は、プロジェクト賛同事業所の拡大と、業種のさらなる広がりを目指します。これまでの実践を通じ
て見えてきた課題を整理し、より多くの事業所と市民が参加できる仕組みへと発展させていきます。
　超短時間雇用は、特定の分野に限られた取組ではありません。地域のさまざまな業種で、人手不足の解消と市民の
社会参加の両立を図る新しい選択肢です。人手不足でお困りの事業所の皆さま、そして少しの時間から働きたいと考
える皆さまのご参加をお待ちしています。

■令和８年度に向けて

　最初は障害者雇用の話だと思っていましたが、実際は事業所全体の業
務を見直す取組でした。一つ一つの業務を整理し切り出しを行い、そこ
に超短時間雇用の登録者を雇用することで、正規職員が効率よく仕事が
できるようになり、残業を減らすことができています。超短で働く方の
ひたむきな姿勢が職員にも良い刺激となり、職場の雰囲気も前向きにな
りました。超短時間雇用プロジェクトは、人手不足対策だけでなく、今
いる職員がいきいきと働ける環境づくりにつながる取り組みだと感じて
います。

超短時間雇用を取り入れた事業者の声超短時間雇用を取り入れた事業者の声

事業者

( 左から )( 左から )
株式会社あべいすと株式会社あべいすと
北脇慎二さん、安部則行社長北脇慎二さん、安部則行社長

　この取組は、東京大学先端科学技術研究センターが提唱する「超短時間雇用モデル」
を参考に進めています。本モデルの提唱者である近藤武夫教授にお話を伺いました。

－超短時間雇用モデルに取り組み始めたきっかけを教えてください。
　私は元々、障害や難病のある若者たちの教育支援に携わっていました。その中で、
本質的には働く力があるのに、従来の雇用慣行（フルタイム勤務や多種多様な業務対
応が求められることなど）が壁となり、力を活かしきれない人が多い社会構造に気づ
きました。そこで、雇用主と働く側の双方が「WIN-WIN」になれる業務創出のノウ
ハウを研究し、地域の力で新しい雇用を生み出す活動を始めました。さらに、作業環
境の整備も重要です。例えば、清掃作業を行う方には専用の道具を用意し、常に同じ場所に置くようにしています。
新しい道具を導入する際には必ず説明を行うなど、細やかな配慮を心がけています。

－南あわじ市の取り組みには、どのようなことを期待されていますか？
　働きたい希望があっても、就労が難しい状況にある方は街のどこかに必ずいます。また、誰にとっても、人生のど
こかで働くことが困難になる時期は訪れるものです。 だからこそ、労働者・雇用主・地域・支援者がそれぞれの強み
を活かし、「誰かの役に立っている」と実感できる地域づくりが必要です。超短時間雇用モデルとは、そのための重
要な「社会の仕組み」です。南あわじ市が誇る文化や産業の中で、多様な方々が働くことが当たり前になる未来を、
皆さんと共に作っていけることを楽しみにしています。

東京大学先端科学技術研究センター

近藤武夫 教授近藤武夫 教授

　私たちコーディネーターは、人手を求める企業と、働きたい市民の間に
立ち、双方にとって無理のない形で仕事をつなぐ役割を担っています。既
存の求人に人を当てはめるのではなく、企業を訪問して日々の業務や困り
ごとを丁寧に伺い、課題解決につながる業務の切り出しや再設計を行って
います。
　出発点は「障害のある人のために新たな仕事をつくる」ことではなく、
企業が本来抱える課題に目を向けることです。コーディネーター自身も現
場に入り、職務体験をすることで、より実情に合った具体的な業務に落と
し込んでいきます。一方で、求職者とは面談を重ね、強みや配慮点を確認
しながら、職場見学や体験を通して無理なく働ける仕事を一緒に探します。
　人手不足でお困りの企業の皆さま、そして少しの時間から働いてみたい
市民の皆さま、まずはご相談ください。小さな一歩が、企業と地域、そし
て一人ひとりの可能性を広げるきっかけになります。

人と仕事をつなぐ、二人のコーディネーター人と仕事をつなぐ、二人のコーディネーター

コーディネーター

久留米桃子さん久留米桃子さん

吉田奈未さん吉田奈未さん

「超短時間雇用」「超短時間雇用」であなたに合ったであなたに合った
働き方を探してみませんか？働き方を探してみませんか？
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南あわじ市長 守本 憲弘

進化し続ける組織 ～組織改編と業務改善～

　本年４月、行政組織の改編を実施いたします。そ
の目的は、担当する政策や業務のまとまりと責任体
制をより明確にし、地域のニーズに即応する機動的
な行政運営を実現することにあります。あわせて、
市民の皆さまにとっても窓口がより分かりやすくな
るものと考えています。
　８年前、部を集約する組織改編を行いました。これ
は、近年、行政ニーズが複雑化し、部門を跨ぐ連携が
必要となる政策が急増していることから、分野横断的
な調整機能を強化するためでした。その体制下で「横
の連携」という組織文化が根付いてきたこと、また、
幅広い福祉業務の一元化や、市役所の建設事業全般に
関与する組織が確立してきたことなどを踏まえ、この
度、さらなるスピード感をもって政策を展開できるよ
う、組織を進化させようとするものです。なお、部門
を跨ぐ調整機能についても、副市長二人と企画政策監
が連携・協力することで、むしろ強化していきます。
　新体制のもと、これまでの慣習にとらわれず組織
全体の生産性を徹底的に高め、窓口での丁寧な対応

や迅速な課題解決といった、行政の本質的な「機能」
をさらに引き上げてまいります。　
　これまでも、最新の情報技術も取り入れ、業務の
効率化を進めてまいりましたが、その目的は、市民と
市役所との接点を機械的・画一的に処理することでは
ありません。むしろ、事務作業を可能な限りスマート
に完結させることで、職員が住民と向き合い、じっく
りと直面する課題や未来への想いを聴く時間を確保し
たいのです。技術を賢く使いこなすことで、これまで
以上に「人の温もり」を感じていただけるような、身
近な市役所へ近づけていきたいと考えています。
　どのような体制になっても、それを動かすのは職員一
人ひとりの意識です。現場の課題を自分のこととして捉
え、自律的に考え行動する「自走する組織」へと質を高
め、複雑化する社会の変化に柔軟に対応してまいります。
　今回の改革は、将来にわたって信頼される組織を
築くための、一つの通過点です。新体制のもと、全
職員が一丸となって市政の発展に取り組んでまいり
ます。新しく歩み出す本市の市政に、引き続きのご
理解とご協力をお願い申し上げます。

農学部 卒業論文発表会を開催

吉備国際大学吉備国際大学からのからのお知らせお知らせ

　２月 10 日、南あわじ志知キャンパスの大講義室で、
農学部 4 年生による卒業論文発表会を開催しました。
　当日は、地域創成農学科と醸造学科の学生たちが、
4 年間の学びの成果を披露しました。会場には試行
錯誤を重ねて作成した研究ポスターがずらりと並
び、発表者たちは、訪れた教職員や学生、保護者を
相手に、自らの言葉で一生懸命に解説しました。会
場のあちこちで熱心な質疑応答が交わされるなど、
活気あふれる時間となりました。
　研究テーマは多岐にわたり、醸造学科からは、「学
内の自然素材を活かした食品研究」や「身近な未利用
資源の有効活用に向けた化学的な分析」など、事例が
少ない中で実験を重ねた粘り強い探究成果が見られま
した。また地域創成農学科からは、「安定生産に向け
た最新の栽培技術」や「農業経営の法人化に向けた課
題」など、生産の現場から地域の将来までを見据えた、
農学部ならではの幅広い知見が揃いました。

　南淡路ロータリークラブから、災害時における避難所での活用
を目的にテント 10 張りが寄付され、1 月 30 日、市役所で贈呈式
が行われました。
　南淡路ロータリークラブは、昨年、市民の防災意識向上を図る
ため、講師を招いて防災講演会を開催するなど、防災をテーマと
した活動に積極的に取り組まれています。
　今回寄贈されたテントは避難所に配備し、災害時の避難生活に
おいてプライバシーの保護や感染症対策など、幅広く活用します。

災害時に避難所で活用
南淡路ロータリークラブが避難所用簡易テントを寄贈

　市は、東京大学先端科学技術研究センター（以下、東大先端研）
と包括連携協定を締結し、2 月９日に協定締結式が行われました。
　東大先端研は、1987 年に設立され、学際的な視点から社会科学
やバリアフリーなどの社会システムに関わる研究に加え、理工学分
野の先端技術開発にも積極的に取り組んでいます。地域社会に貢
献する多彩な研究活動が特色です。
　本協定により、市と東大先端研は互いに連携・協力しながら地域
の課題解決に取り組み、学術の発展や人材育成、そして地域の活
性化を目指しています。

東京大学先端科学技術研究センターと
地域課題の解決に向けた包括連携協定を締結

　図表を指差しながら熱心に語る学生たちの表情か
らは、研究対象や地域の課題と真摯に向き合い、試
行錯誤しながら探究を深めてきた確かな成長が感じ
られました。学生たちはこの春、4 年間の学びを糧
に、それぞれの場所へ新たな一歩を踏み出します。
本学はこれからも、学生一人ひとりの可能性を信じ、
地域に根ざした学びの場として、皆さまと共に歩ん
でまいります。

【弔意をお伝えする方法が変わります】
令和 8 年 4 月 1 日から、従来の弔電郵送に代わり、
お届けいただく窓口にて直接弔意の書面をお渡
しする形へと変更させていただきます。 郵送か
ら手渡しへと形は変わりますが、窓口にて直接
お悔やみを申し上げ、ご遺族に寄り添う気持ち
が伝わるよう努めてまいります。

　地域おこし協力隊とは、都市地域から過疎化の進む地域に移住
して、地域の問題解決や活性化のための活動を行いながら、その
地域への定住・定着を図る総務省の制度です。
　現在２人の隊員が活動中で、岡部隊員は阿万地区の活性化、長坂
隊員は未利用・低利用魚の需要拡大に関することなど、さまざまな
活動に取り組んでおり、２月６日に、活動報告会を開催しました。
報告会では、令和７年度活動状況の報告やパネル展示を行いました。
　隊員は、新たな環境で生活をスタートし、地域の皆さんととも
に南あわじ市を盛り上げるべく、日々奮闘しています。
　隊員の今後の活動に対するご支援、ご協力をお願いします。

市の活性化に向けた地域おこし協力隊の取り組み
隊員の活動報告会を開催

【オープンキャンパスのお知らせ】
◆日時　３月 15 日（日）　13：00 ～ 15：30
◆場所　吉備国際大学南あわじ志知キャンパス
◆内容　学科紹介、ミニ講義、個別相談など
◆申込み・問合せ（要予約）
　ホームページからの申込もしくは電話予約　（入
試広報室フリーダイヤル☎ 0120-25-9944）
※メールアドレスをお持ちでない人は、電話にてお

申込みください
※申込確認メールを受け取るには、お使いのモバイ

ル機器の接続を確認し、「パソコンから受信」で
きるようにしてください

（左から）南あわじ市地域おこし協力隊の（左から）南あわじ市地域おこし協力隊の
長長
ながさかみれいながさかみれい

坂美黎坂美黎 隊員と 隊員と岡岡
おかべひろひとおかべひろひと

部裕人部裕人 隊員 隊員

包括連携協定を締結した東大先端研の包括連携協定を締結した東大先端研の
杉山正和所長（右）と守本市長杉山正和所長（右）と守本市長

避難所用簡易テントを寄付した南淡路ロータ避難所用簡易テントを寄付した南淡路ロータ
リークラブの印部浩史会長（左）と守本市長リークラブの印部浩史会長（左）と守本市長



南あわじ市からのお知らせ
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

６６７７

　未来を担う中学生の育成にご協力いただける事業所を募集しています。
募集対象　令和９年度に中学生の職場体験の受け入れが可能な市内事業所
募集期間　令和８年９月 30 日まで（予定）
実施時期（予定）　令和９年５月、６月、９月　　活動時間（基本）　9:00 ～ 15:00

令和９年度に向けた新規協力事業所を募集しています

❶兵庫県プレミアム付きデジタル商品券事業「はばタンＰａｙ＋」第５弾を発行

地域が育む未来の力
トライやる・ウィーク無事に終了、ご協力に心から感謝

問学校教育課☎ 43-5231問学校教育課☎ 43-5231

　地域の未来を担う中学生の育成にご理解・ご協力いただき、心より感謝申し
上げます。今年度は、市内５つの中学校の生徒 387 人が、各事業所の皆さま
のご指導のもと、貴重な体験をさせていただきました。生徒たちにとって、働
くことの意義や地域への感謝を肌で感じる素晴らしい機会となりました。

地域全体で
中学生を育む
温かい５日間

エネルギー価格高騰対策事業

南あわじ市 物価高騰対策のお知らせ
物価高の影響がある生活者や事業者を支援するため、市が計画している支援の一部をご紹介します。

働くというのは、必ず人
の役に立ったり、人を楽
しませるものだという
ことを学びました。

疲 れ た と 思 う こ と も
あったけれど、5 日間終
わるととても楽しくて
短く感じました。

トライやるウィークを
してから将来の夢に一
歩近づいた気がして、よ
り将来の夢に進みたい
と思える 1 週間でした。

～夢と希望を育む貴重な体験を
　　　ありがとうございました～

　兵庫県は、長引く物価高騰の影響を受ける県民の家計を応
援するため、スマートフォンを使ったプレミアム付きデジタ
ル商品券「はばタンＰａｙ＋（ペイプラス）」の第５弾を発
行すると発表しました。この商品券は、全ての県民が利用で
きる「一般枠」での販売となり、プレミアム率は一般枠とし
ては初めて 50％に設定されています。
　南あわじ市では、多くの人にご利用いただけるよう、申し
込み期間中に市役所や市内 21 カ所の市民交流センターにサ
ポート窓口を設置します。詳細な日程は、市ホームページお
よび公式ＬＩＮＥでお知らせします。

◆第５弾キャンペーン概要
対象者　すべての県民
販売単価　一口 7,500 円分を 5,000 円で販売
　プレミアム率 50％
申込上限　一人あたり４口
申込期間　３月下旬～４月中旬（予定）
※最大４口で１万円のプレミアム。
　２万円購入で、３万円分利用できます
利用期間　４月下旬～７月下旬（予定）
問商工観光課☎ 43-5221

❷生活応援給付事業 ❸プレミアム付商品券事業

事業概要　全世帯へ商品券をお届けします
❶全世帯＝プレミアム付商品券１セット（13,500 円
分）を給付❷住民税非課税世帯および住民税均等割
のみ課税世帯＝プレミアム付商品券１セット(13,500
円分 ) を追加給付❸ひとり親世帯、障害児童のいる世
帯、妊婦＝ 20,000 円の商品券を追加給付

事業概要　市内の商店街等が連合体となって、それに　
　加入している店舗で使える商品券を販売します。
販売単価　１セット 13,500 円分を１万円で販売
　プレミアム率　35％
申込上限　１世帯 4 セットまで
総販売数　40,000 セット

問福祉課☎ 43-5216 問商工観光課
　☎ 43-5221

3 月  ５月  ７月  ９月   11 月  10 月  ４月  ６月  ８月  

発送発送 利用期間利用期間
申込・販売申込・販売 利用期間利用期間

申込申込 利用期間利用期間❶
❷

❸

ナンバーの車両・フォークリフト等の特殊車両なども含む）
補助額　対象経費の２分の１以内　
　　　　補助上限額：100 万円　下限：15 万円
※対象経費 30 万円以上の事業が対象
※申請受付は５～６月予定。交付決定前の改修・更新

は不可

　事業所の省エネルギー化のための設備更新や、事業用
車両のエコ車両等への更新に対して補助金を交付します。
対象者　市内に所在地または住所地がある企業
　または個人事業主 ( 第一次産業は除く )
対象事業　15％以上の省エネ改善効果が見込まれる　
　設備改修、事業車両のエコ車両・電動車両への更新（緑

問商工観光課☎ 43-5221

❶「はばたん pay ＋」第 5 弾
❷ 生活応援給付事業
❸ プレミアム付商品券事業

生活者支援

事業者支援

生活者支援生活者支援

【生活者支援】今後の流れ
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納期限は３月31日（火）納期限は３月31日（火）
❶ 国民健康保険税 【９期】
❷ 後期高齢保険料 【９期】

※納期限内の納付がない場合、督促状が発
送されます。督促状の発送日から起算し
て、10日を経過した日までに納付がない場
合は、差押えなどの滞納処分を行います

※納付が困難な場合は、各担当課までご相
談ください

（問）❶税務課☎43-5213
　　❷長寿・保険課 医療保険係☎43-5257

「うっかり忘れ」の防止に口座振替を「うっかり忘れ」の防止に口座振替を
口座から自動的に引き落とされるため、納めに
行く手間が省け、納期限を忘れてしまっていて
も安心です。市内の金融機関や市役所で申し
込みできます。

市ホームページ

国税庁ホームページ

▢
税
理
士
に
よ
る
相
談
会

　
同
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　
日
程　
３
月
５
日（
木
）

■
南
あ
わ
じ
市
役
所
相
談
会
場

　
利
用
時
の
お
願
い

❶
受
付
で
き
な
い
相
談
内
容

　
次
の
申
告
は
、
南
あ
わ
じ
市
役

所
の
相
談
会
場
で
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。
洲
本
税
務
署
の
申
告

相
談
会
場
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
所
得
税
の
う
ち
、
青
色
申
告
、

土
地
・
建
物
・
株
式
等
の
譲

渡
所
得
、株
式
の
配
当
所
得（
申

告
分
離
課
税
を
選
択
し
た
場

合
）、
天
災
等
に
よ
る
雑
損
控

除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
初
年
分
）

・
消
費
税
、
贈
与
税
、
相
続
税
の

相
談

❷
混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を

・
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
や
医

療
費
控
除
の
明
細
書
は
、
事
前

に
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
畜
産
農
家
の
人
は
、
令
和
７
年

中
の
飼
育
牛
（
子
牛
も
含
む
）

の
生
年
月
、
異
動
状
況
な
ど
牛

台
帳
の
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

❸
そ
の
他

・
受
付
に
て
、
氏
名
・
住
所
・
連

洲
本
税
務
署
申
告
相
談
開
場

場
所　
洲
本
税
務
署

（
洲
本
市
山
手
１
丁
目
１
番
15
号
）

期
間　
３
月
16
日（
月
）ま
で

※
土
日
祝
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん

相
談
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

南
あ
わ
じ
市
役
所
相
談
会
場

場
所　
市
役
所
第
２
別
館
３
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

※
南
あ
わ
じ
警
察
署
の
と
な
り

期
間　
３
月
16
日（
月
）ま
で
の

　
平
日

相
談
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時

確定
申告
申
告
期
間
は
３
月
16
日
ま
で

所
得
税
の
確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告

絡
先
電
話
番
号
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
会
場
の
混
雑
を

避
け
る
た
め
、
自
家
用
車
等
で

の
待
機
（
携
帯
電
話
へ
の
呼
び

出
し
）
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
申
告
会
場
は
、
換
気
の
た
め
、

窓
を
空
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
防
寒
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

沼
島
出
張
所
相
談
会
場

日
時　
３
月
10
日（
火
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
沼
島
出
張
所

問
所
得
税
等
／
洲
本
税
務
署

　
☎
24
・
１
２
１
２

　
市
・
県
民
税
／
税
務
課

　
☎
43
・
５
２
１
３

募集

令
和
８
年
度 

非
常
勤
職
員(

会
計
年
度
任
用
職
員)

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

事
務
補
助
員
な
ど
。

※
そ
の
他
の
職
種
に
つ
い
て
は
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

登
録
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
入
力
、
も

し
く
は
登
録
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
務
課
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と

総
務
課
で
ご
用

意
し
て
い
ま
す

受
付
期
間　
随
時
受
付

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

非
常
勤
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
の
登
録
者
と
は

　
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
職
種
や

勤
務
時
間
等
を
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
市
役
所
内
の
各
課
か
ら
仕
事

の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
条
件

に
合
う
人
を
登
録
者
の
中
か
ら
選

考
し
、
任
用
し
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
直
ち
に
任
用
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

職
種　
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

放
課
後
児
童
支
援
員
、調
理
員（
保

育
所
ま
た
は
給
食
セ
ン
タ
ー
）、

市ホームページ

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

国民
年金
こ
ん
な
と
き
に
手
続
き
が
必
要
で
す

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

前
掲
の
〔
❶
ま
た
は
❷
〕
お
よ
び

該
当
す
る
人
は
❹

❹
（
該
当
す
る
人
）　

雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
・
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど
（
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
が
退

職
し
た
人
）

※
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
簡
単
に
電
子
申
請
が
で
き

ま
す
。
手
続
き
の
簡
素
化
・
迅

速
化
が
見
込
め
る
電
子
申
請
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談　

▽
日
時　
４
月
23
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
３
月
24
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　
明
石
年
金
事
務
所

へ
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
明
石
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　
　
音
声
案
内
①
→
②

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
資
格

喪
失
や
、
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合

▽
対
象　
国
内
在
住
の
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人

※
年
金
額
に
影
響
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
届
出
を
し
ま

し
ょ
う

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

〔
❶
ま
た
は
❷
〕
お
よ
び
❸

❶
個
人
番
号
を
使
用
し
て
手
続
き

を
行
う
場
合　
個
人
番
号
が
確

認
で
き
る
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）、
本
人
確
認
書

類
❷
基
礎
年
金
番
号
を
使
用
し
て
手

続
き
を
行
う
場
合　
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
ま
た
は
年
金
手
帳

等
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

❸
退
職
日
等
の
わ
か
る
書
類
（
健

康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な

ど
）

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　

所
得
の
減
少
や
退
職
・
失
業

な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
は
、
未
納
の
ま

ま
に
せ
ず
「
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
」
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

受
取
窓
口　
市
役
所
本
館
１
階

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※
待
ち
時
間
緩
和
の
た
め
、
な
る

べ
く
事
前
の
受
取
予
約
（
日
曜

受
取
り
は
予
約
必
須
）
を
お
願

い
し
ま
す

予
約
受
付

❶
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
電
話
予
約

❷
交
付
発
行
通
知
書
に
添
付
の
予

約
サ
イ
ト
よ
り
予
約

受
取
に
必
要
な
書
類　
交
付
発
行

通
知
書
（
封
書
）・
交
付
発
行

通
知
書
に
記
載
の
本
人
確
認
書

類
（
原
本
）・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
（
新
規
の
場
合
）・

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）・
旧
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド（
更
新
の
場
合
）

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
を
し
た
人
に
、申
請
か
ら
約

１
カ
月
後
、市
か
ら
交
付
期
間
を

掲
載
し
た「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付

発
行
通
知
書（
封
書
）」を
送
付
し

て
い
ま
す
。お
早
め
に
市
役
所
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
て
、お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

　

受
け
取
り
の
な
い
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
、総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
保
管
し
て
い
ま
す
が
、一

定
期
間
を
経
過
し
た
後
も
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
が
な
い
場
合
は
、申

請
取
り
や
め
の
意
思
が
あ
る
と
み

な
し
、順
次
廃
棄
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
中
に
初
回
の
交
付

発
行
通
知
書
を
送
付
し
た
人
が
今

回
の
廃
棄
対
象
と
な
り
、保
管
期

限
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
交
付
通
知
書
を
紛
失
し
た
人

は
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

※
廃
棄
後
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
最
新

の
申
請
書
を
取
得
し
、
再
度
申

請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す

マイ
ナンバー
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
は
お
済
み
で
す
か
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高齢者

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
へ

お
仕
事
等
を
紹
介
し
ま
す
！

②
無
理
な
く
働
い
て
気
分
も
収
入

も
上
向
き
に

　
シ
ニ
ア
の
生
涯
活
躍

　
総
合
相
談
窓
口
（
要
予
約
）

▽
日
時　
３
月
27
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
終
了 

午
後
２
時
30
分
）

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

◆
市
と
市
内
事
業
者
が
用
意
し
た

シ
ニ
ア
向
け
の
仕
事
を
紹
介

◆
事
業
者
が
数
社
参
加
予
定

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

①
活
動
の
「
場
」
を
紹
介
し
ま
す

　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
説
明
会
・
相
談
会
（
要
予
約
）

▽
日
時　
３
月
６
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　
市
役
所
本
館
１
階

　
１
０
１
・
１
０
２
会
議
室

◆
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
人
、
生

き
が
い
づ
く
り
が
し
た
い
人
に

お
す
す
め

◆
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
で

使
え
る
商
品
券
（
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
券
）
に
交
換
で
き
る

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込

①②参加申込
フォーム

障害者
等

▽
申
込
方
法

　
お
電
話
ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

※
超
短
時
間
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

　
超
短
時
間
の
お
仕
事
で
の
就
業

に
興
味
が
あ
る
人
向
け
に
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
個
別
案
内
や
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
❶
３
月
12
日（
木
）❷
13

日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す

※
一
人
50
分
の
枠
に
な
り
ま
す

▽
場
所　
市
役
所
本
館
２
階

　
２
０
１
会
議
室

「
超
短
時
間
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

求
職
者
登
録
面
談
会
（
３
月
開
催
分
）申込フォーム市ホームページ

嘱託職員募集（職種：就業開拓他）
詳しくはシルバー人材センターまで

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

空いた時間で「ちょこっと」誰かのお手伝い

「ちょこサポ会員」「ちょこサポ会員」募集中 問 0799-45-0012

チエブクロー

ホームページ

入会説明会のご案内
日時　❶３月 11 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷３月 25 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター
　　　（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、
　　　働き方などについて説明します。

　
高
齢
者
を
中
心
に
、
体
操
や
入

浴
、
交
流
を
通
し
て
、
健
康
づ
く

り
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
健
康
づ
く
り

お
よ
び
介
護
予
防
の
事
業
で
す
。

内
容
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

と
入
浴
、
移
動
販
売
、
交
流
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
モ
デ
ル
的

に
西
淡
地
区
を
対
象
と
し
て
移
送

支
援
も
実
施
予
定
で
す
。

　
な
お
、
館
内
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス

や
設
備
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

る
た
め
、
年
齢
に
限
ら
ず
、
ふ
ら

っ
と
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
開
か

れ
た
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
で
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
に
参
加
で
き
る
人

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
湯
の
川
荘（
伊
加
利
１
１
８
１
‐
１
）

事
業
開
始
日　
３
月
25
日（
水
）～

実
施
曜
日　
月
、
水
、
金
曜
日

※
入
浴
料
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

タ
オ
ル
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
石
け

ん
等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

※
移
動
販
売
に
つ
い
て
、
購
入
は

実
費
と
な
り
ま
す

問
地
域
包
括
支
援
室
☎
43
・
５
２
３
７

介
護
予
防
・
地
域
さ
さ
え
あ
い
サ
ポ
ー
ト

ふ
ら
っ
と
湯
の
川

高齢者
　

人
件
費
や
光
熱
水
費
、
資
材
価
格
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
施
設

の
運
営
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
8
年
4
月
1
日
か

ら
入
園
料
を
改
定
し
ま
す
。

　
南
あ
わ
じ
市
在
住
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
入
園
無
料
で
す
。

ご
来
園
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証

な
ど
、
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
同
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
☎
43
・
５
２
２
１

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

入
園
料
改
定
の
お
知
ら
せ

市ホームページ申込フォーム

市ホームページ

募集

賃
金

　
時
給
１
４
５
１
円（
賞
与
な
し
）

募
集
人
数　
１
人

申
込
方
法　
必
要
書
類
な
ど
健
康

課
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

選
考
方
法　
申
込
締
切
後
に
面
接

を
実
施

申
込
締
切　
３
月
17
日（
火
）

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

業
務
内
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
自

立
に
向
け
た
支
援
や
相
談
、
母

子
家
庭
等
の
就
業
・
自
立
支
援

の
た
め
の
就
労
相
談
、
Ｄ
Ｖ
事

案
の
相
談
対
応
な
ど

業
務
時
間　
週
27
時
間
（
６
時
間

×
４
日
、
３
時
間
×
１
日
）

※
応
相
談

業
務
場
所

　
福
祉
課
（
市
役
所
本
館
内
）

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
の
募
集

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　

国
や
県
な
ど
が
実
施
す
る
各

種
統
計
調
査
の
業
務
に
従
事
す
る

「
登
録
統
計
調
査
員
」
の
登
録
者

を
募
集
し
ま
す
。

「
登
録
統
計
調
査
員
制
度
」
と
は

　

統
計
調
査
が
行
わ
れ
る
際
に
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
調
査
員

（
登
録
統
計
調
査
員
）
に
調
査
へ

の
従
事
を
依
頼
す
る
制
度
で
す
。

仕
事
内
容

　
統
計
調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯

や
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票

の
配
布
お
よ
び
回
収
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
細
や
登
録
方
法
に
つ
い
て

は
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

登
録
統
計
調
査
員
の
募
集

募集

　
南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ
と
活
性
化

セ
ン
タ
ー「
な
な
い
ろ
館
」１
階
に
、

新
た
に
テ
ナ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件　
❶
当
該
営
業
に
必
要

な
資
格
お
よ
び
免
許
な
ど
を
有

し
て
い
る
こ
と
❷
市
内
事
業
者
ま

た
は
市
内
在
住
者
で
あ
り
、
同
事

業
を
３
年
以
上
営
む
事
業
者
（
法

人
ま
た
は
個
人
）
で
あ
る
こ
と
❸

名
義
貸
し
は
禁
止
す
る
❹
土
産

や
特
産
品
の
物
販
は
、
他
店
舗

と
競
合
す
る
た
め
不
可
と
す
る
❺

火
気
の
使
用
は
禁
止
と
す
る
❻

事
業
者
の
代
表
者
・
関
係
者
（
従

事
者
含
む
）
等
が
暴
力
団
関
係

者
で
な
く
、「
南
あ
わ
じ
市
暴
力

団
排
除
条
例
」
を
遵
守
し
、
同

条
例
に
基
づ
く
事
務
手
続
き
に

積
極
的
に
協
力
で
き
る
こ
と
❼

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

物
件
場
所　
福
良
甲
１
５
２
８
‐

４
地
先
　
南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ

と
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
な
な
い

ろ
館
」
１
階
26
．
５
７
㎡

物
件
賃
料　

　
使
用
料　
４
万
４
６
３
７
円
／

月
（
１
６
８
０
円
／
㎡
）

　

共
益
費　

電
気
料
金
・
空
調

点
検
料

※
使
用
料
は
事
業
開
始
後
発
生

受
付
期
限　
４
月
15
日（
水
）

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙
お

よ
び
必
要
書
類
を
持
参
ま
た
は

郵
送
で
提
出

選
考
方
法　
プ
レ
ゼ
ン
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
て
業
務
内
容
を
審
査
の

上
、
決
定
。
入
居
時
期
は
６
月
。

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ
と
活
性
化
セ
ン
タ
ー

な
な
い
ろ
館
の
テ
ナ
ン
ト
募
集

募集

市ホームページ

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
内
で
は
昨
年
か
ら
降
水
量

が
少
な
く
、
島
内
の
ダ
ム
や
本

土
導
水
の
水
源
で
あ
る
ダ
ム
の

貯
水
量
が
例
年
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
雨

が
降
ら
な
い
状
態
が
続
く
と
、

水
道
水
の
供
給
に
影
響
が
出
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

蛇
口
は
こ
ま
め
に
閉
め
る
、

洗
濯
は
ま
と
め
て
行
う
な
ど
、

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
総
務
課

☎
42
・
５
８
９
６
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有害
鳥獣
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
活
動
を
実
施
し
ま
す

く
だ
さ
い
。

・
銃
器
に
よ
る
捕
獲
活
動
を
見
か

け
た
と
き
は
、
山
林
へ
の
立
入

は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
ワ
ナ
は
非
常
に
危
険
で
す
の

で
、
設
置
の
看
板
が
あ
る
場
所

に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

許
可
を
受
け
た
捕
獲
活
動
従
事
者

が
市
内
の
山
林
周
辺
で
銃
器
や
ワ

ナ
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
捕

獲
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　
３
月
16
日（
月
）～

11
月
14
日（
土
）

■
注
意
事
項

　
入
山
者
は
次
の
点
に
注
意
し
て

　
こ
れ
ま
で
、
申
請
書
の
提
出
締

切
日
を
毎
月
５
日
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
処
理
期
間
の
確
保
と
申
請

内
容
の
確
認
精
度
向
上
、
ま
た
申

請
者
に
よ
る
修
正
期
間
の
確
保
を

目
的
と
し
て
、
申
請
書
の
提
出
締

切
日
を
付
議
す
る
総
会
開
催
月
の

前
月
末
日
に
変
更
し
ま
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
請
書
提
出
締
切
日

▽
現
行　
毎
月
５
日

▽
変
更
後　
付
議
す
る
総
会
開
催

月
の
前
月
末
日

（
前
月
末
日
が
閉
庁
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）

※
令
和
８
年
３
月
総
会
の
申
請
書

提
出
締
切
日
は
、
現
行
の
と
お

り
令
和
８
年
３
月
５
日
で
す

※
令
和
８
年
４
月
総
会
の
申
請
書

提
出
締
切
日
は
、
令
和
８
年
３

月
31
日
と
な
り
ま
す

問
農
業
委
員
会
☎
43
・
５
２
３
６

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
請
書
提
出
締
切
日
の
変
更
に
つ
い
て

農業

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

•しろあり　•はち
•ゴキブリ　•ムカデ
•ネズミ　　•イタチ
•ハト　　　•コウモリ
•その他害虫☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

　
店
舗
や
事
業
所
な
ど
の
事
業
活

動
で
発
生
す
る
ご
み
（
一
般
廃
棄

物
お
よ
び
産
業
廃
棄
物
）
は
、
法

律
に
よ
り
事
業
者
が
自
ら
の
責
任

で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
市
指
定
ご
み
袋
の
使
用
や
家
庭

ご
み
の
集
積
場
所
へ
の
排
出

は
、
一
切
で
き
ま
せ
ん

事
業
者
例　
商
店
、
飲
食
店
、
金

融
機
関
、工
場
、事
務
所
、神
社
、

寺
院
、
旅
館
、
学
習
塾
、
病
院
、

薬
局
、
理
容
院
、
大
工
、
農
家
、

漁
業
関
係
、
農
業
・
漁
業
協
同

組
合
、
不
動
産
会
社
、
福
祉
施

設
、
学
校
、
官
公
署
な
ど

※
規
模
の
大
小
や
営
利
目
的
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん

事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法

❶
一
般
廃
棄
物
ま
た
は
産
業
廃
棄

物
の
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ
委

託
す
る

❷
事
業
者
が
自
ら
処
理
施
設
へ
搬

入
す
る

※
事
業
所
か
ら
出
る
古
紙
な
ど
の
紙

類
は
、
中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
無
料
で
引
き
取
り
ま
す

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

事
業
系
の
ご
み
は
適
正
に

処
理
を
し
て
く
だ
さ
い

ごみ

市ホームページ

交通
高速バス等を利用する通勤・通学者を応援します

交通費助成制度のご案内 問ふるさと創生課☎43-5205 市ホームページ

交通費助成制度 定住人口の増加による活性化を図るため通勤・通学の高速バス代等、交通費の
一部を助成します。

対象 区間 助成率 必要書類 申請時期
島外通勤・
通学者

・最寄りの高速バス乗
り場から高速舞子ま
たは高速鳴門まで

・岩屋港から明石港
まで

・通勤者 20％
（通勤手当差引後）
・通学者 30％

❶在職・在学証明書の原本（年度初回の
申請時のみ）❷助成の対象となる定期券
の写し❸申請書❹請求書兼振込依頼書
❺通勤手当支給額証明書（通勤者のみ）
❻申請者の未納税額のない証明書（年度
初回の申請時のみ）
※❸～❺は市役所窓口やホームページで

取得可。❻は市役所１階総合窓口セン
ターで取得可

定期券購入後
1 カ月以内（購
入後 1 カ月以
内であっても、
申請日によっ
て助成額が変
わる場合があ
ります）

島内通学者 最寄りの高速バス
乗り場から島内の
高速バス停まで

20％

❶新婚世帯家賃補助制度 新婚世帯等の市内への定住や民間賃貸住宅の活用を図るため、市内の民間賃貸
住宅に入居する新婚世帯等に対して、家賃の一部を助成します。

補助対象経費 補助額 交付要件
家賃

（交付期間は最大 36 カ月）
・ 家賃３万円以上

５万円未満の場合
月額５千円

・家賃５万円以上の
場合

　　月額１万円

○婚姻または県・市が規定するパートナーシップの届出日
より 4 年以内の申請であること

○市内の民間賃貸住宅と契約を締結し、現に居住し、かつ
住民基本台帳に記載されていること

○市税・家賃を滞納していないこと
※詳しい要件等については、お問合わせください

市ホームページ
❶ ❷新婚

新婚世帯を応援します

新婚世帯家賃補助・結婚新生活支援補助 問ふるさと創生課
　☎43-5205

❷結婚新生活支援補助制度 新婚世帯が市内で新婚生活をスタートするにあたり必要となる住宅取得費、住
居賃借費（家賃は除く）、引越費用の一部を助成します。

補助対象経費 補助額 交付要件
・住宅取得費
・賃貸住宅の賃借に要した敷金、

礼金、仲介手数料
・引越費用

・夫婦ともに 29 歳
以下の場合

　上限 60 万円
・その他の場合
　上限 30 万円

・令和７年度に婚姻届を受理された市内在住の新婚世帯で
あること

・夫婦ともに婚姻日における年齢が 39 歳以下であること
・世帯の合計所得額が 500 万円未満であること
・市税を滞納していないこと
※詳しい要件等については、お問合わせください

防災

戸
別
受
信
機
の
取
替
工
事
が
始
ま

り
ま
す

問
し
ま
す

※
取
替
作
業
は
地
域
ご
と
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
工
事
が
近
付
い

た
地
域
に
は
、

防
災
行
政
無
線

で
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

　
防
災
行
政
無
線
の
再
整
備
工
事

に
伴
い
、
各
家
庭
お
よ
び
事
業
所

等
に
設
置
し
て
い
る
戸
別
受
信
機

の
交
換
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　
令
和
８
年
３
月
～
令

和
10
年
９
月

工
事
受
注
者　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ

ネ
ク
ト
株
式
会
社

※
取
替
作
業
は
市
発
行
の
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
た
作
業
員
が
訪
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本会議　※開会はすべて10:00 ～
日 程 会 議 内 容

2月24日（火）
2月25日（水）

❶令和８年度施政方針表明
❷令和８年度一般会計、特別会計、公営企業会計予算上程
❸条例案上程
❹令和７年度一般会計、特別会計補正予算上程
❺その他の案件上程

3月4日（水）
3月5日（木） ❶一般質問（代表・個人）

3月９日（月） ❶一般質問（個人）
❷追加議案上程

3月10日（火）予備日

3月25日（水）❶付託案件委員会審査報告、表決❷追加議案上程、表決

委員会　※開会はすべて10:00 ～
日 程 会 議 内 容

3月18日（水） 総務文教常任委員会 付託案件
の審査3月19日（木） 産業厚生常任委員会

※令和８年度予算の予算審査特別委員会は、3月 11日
（水）・12 日（木）・16 日（月）・17 日（火）に行う予定
です

1515 1414

議会

問議会事務局☎ 43-5005

第139回市議会
定例会日程（3月）

　YouTube で本会議、委員会のライブ
配信を行っていますので、視聴ください
※チャンネル名：兵庫県南あわじ市議会

★
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

令
和
８
年
南
あ
わ
じ
市
新
春

将
棋
大
会

（
１
月
12
日
・
市
地
区
公
民
館
）

Ａ
級　
②
伊
達
克
明
③
武
市
忍

Ｂ
級　
②
里
村
敏
夫
③
菊
咲
孝
志

第
３
回
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク

ラ
ブ
親
善
モ
ル
ッ
ク
大
会

（
１
月
23
日
・
ア
ス
パ
五
色
）

③
タ
マ
イ
チ
チ
ー
ム
（
市
）

第
80
回
淡
路
駅
伝
競
走
大
会

（
１
月
25
日
・
ア
ス
パ
五
色
）

一
般
の
部　
②
南
あ
わ
じ
市
Ａ

（
前
川
剛
己
・
東
卓
志
・
白
川
裕
司
・

白
川
健
司
）

第
１
０
５
回
南
淡
新
春
囲
碁
大
会

（
１
月
25
日
・
福
良
地
区
公
民
館
）

Ａ
級　
①
加
地
耕
史
②
榊
秀
一

③
坂
本
勲

Ｂ
級　
②
池
田
敏
男
③
日
々
野
満

Ｃ
級　
①
鈴
木
秀
明
②
細
川
浩
嗣

囲
碁
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
大
会

（
１
月
26
日
・
松
帆
地
区
公
民
館
）

Ａ
級　
①
斉
藤
文
也
③
前
川
和
也

Ｃ
級　
①
仲
田
數
文
③
小
澤
正
三

第
23
回
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
１
月
25
日
・

三
原
健
康
広
場
、南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館
）

フ
ァ
ミ
リ
ー　

①
Ｍ
＆
Ｍ
，
Ｓ
②
強
い
方
の
八
木

③
八
木
ス
タ
ー
ズ

③
Ａ
Ｍ
Ｋ
Ｎ
ミ
ラ
ク
ル

ト
リ
ム
Ⅰ　

①
３
℃
②
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

③
絆
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ

ト
リ
ム
Ⅱ　

①
絆
Ｍ
Ａ
Ｘ
②
宮
崎
家
長
男

③
宮
崎
家
次
男
③
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
Ａ

レ
デ
ィ
ー
ス　

①
せ
ん
ど
ぶ
り
②
ブ
ル
ー
マ
リ
ン

③
三
世
代

第
46
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯

全
淡
柔
道
大
会

（
２
月
１
日
・
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

団
体
戦

【
小
学
生
低
学
年
・
高
学
年
】　

①
南
淡
少
年
柔
道
教
室
Ａ

【
中
学
生
】　
①
沼
島
中
学
校
Ａ

②
沼
島
中
学
校
Ｂ

【
高
校
一
般
】

①
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ

個
人
戦
・
小
学
生
男
子

【
１
年
生
】　
③
前
田
桃
李

【
３
年
生
】　
①
天
羽
一
翔

③
橋
本
虎
ノ
助

【
４
年
生
】　
②
井
津
尾
翼
徳

③
苔
口
弦
士
③
北
本
大
吉

【
５
年
生
】　
①
芝
永
連

②
村
上
俊
介

【
６
年
生
】　
③
長
尾
晃
汰

③
谷
間
勇
毅
也

※
所
属
は
す
べ
て
南
淡
少
年
柔
道
教
室

個
人
戦
・
小
学
生
女
子

【
２
年
生
】　
①
川
端
あ
さ
ひ
（
洲

本
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
）

【
４
年
生
】　
②
森
本
真
碧

③
正
木
杏
果

【
５
年
生
】　
②
天
羽
希
維

【
６
年
生
】　
①
前
田
愛
梨

※
4
年
生
以
上
の
所
属
は
す
べ
て
南
淡

　

少
年
柔
道
教
室

個
人
戦
・
中
学
生
男
子

【
１
年
生
】
①
花
田
義
治

②
小
林
朔

【
２
年
生
】
①
大
浦
二
千
翔

②
角
地
悠
嘉
③
佐
々
木
瑠
斗

※
所
属
は
す
べ
て
沼
島
中

個
人
戦
・
中
学
生
女
子

①
松
田
果
穂（
沼
島
中
）

②
奈
木
杏
樹（
南
淡
中
）

個
人
戦
・
高
校
一
般
段
外

①
片
山
翔
太（
淡
路
三
原
高
）

個
人
戦
・
高
校
一
般
有
段

③
桑
島
幸
哉（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
）

※
大
会
結
果
は
、
市
大
会
規
模
以

上
を
対
象
。
大
会
主
催
者
お
よ

び
関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供

に
基
づ
き
作
成

兵
庫
県
自
治
賞

　
馬
野
　
均 （
伊
加
利
）

　
南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
緑
支
部

　

金
輪
　
弘
美 （
倭
文
）

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

　
南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
三
原
支
部

　

眞
野
　
明
美 （
榎
列
）

　
南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
南
淡
支
部

　

森
内
　
隆
子 （
阿
万
）

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
西
淡
支
部

　

津
井
い
ず
み
会

農
林
水
産
功
労
賞

　
橋
本
　
恭
明
（
倭
文
）

　
堀
　
嘉
伸
（
阿
那
賀
）

　
栗
林
　
真
弓
（
賀
集
）

兵
庫
県
表
彰

第
63
回
淡
路
農
林
水
産
祭

農
林
水
産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル

（
１
月
15
日
、
伊
弉
諾
神
宮
）

※
南
あ
わ
じ
市
関
係
分
の
み
掲
載

温
州
み
か
ん
の
部
（
石
地
）

　
銀
賞
（
果
樹
研
究
会
長
賞
）

　
　
　
　
中
田
　
八
代
美
（
倭
文
）

中
晩
生
か
ん
き
つ
の
部
（
八
朔
）

　
金
賞
（
知
事
賞
）

　
　
　
　
山
田
　
靜
栄
（
松
帆
）

中
晩
生
か
ん
き
つ
の
部（
不
知
火
）

　
銀
賞
（
果
樹
研
究
会
長
賞
）

　
　
　
　
中
田
　
八
代
美
（
倭
文
）

中
晩
生
か
ん
き
つ
の
部

（
土
佐
文
旦
）

　
銅
賞　
中
田
　
八
代
美
（
倭
文
）

野
菜
立
毛
の
部
（
キ
ャ
ベ
ツ
）

　
金
賞
（
知
事
賞
）

　
　
　
　
真
野
　
博
司
（
榎
列
）

野
菜
立
毛
の
部
（
レ
タ
ス
）

　
金
賞
（
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　
永
樂
　
和
也
（
志
知
）

野
菜
立
毛
の
部
（
た
ま
ね
ぎ
）

　
銀
賞　
奈
良
　
敬
宏
（
広
田
）

乳
質
改
善
の
部

　
金
賞
（
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　
堀
部
　
浩
二
（
八
木
）

　
銀
賞　
原
　
護
（
志
知
）

　
銀
賞　
池
㞍
　
泰
治
（
神
代
）

　
銀
賞　
正
木
　
秀
和
（
松
帆
）

　
銅
賞　
稲
井
　
洋
明
（
八
木
）

　
銅
賞　
久
田
　
純
三
（
神
代
）

　
銅
賞　
山
田
　
光
雄
（
志
知
）

和
牛
繁
殖
経
営
の
部

　
銀
賞　
沖
　
功
（
松
帆
）

　
銅
賞　
奈
良
　
光
雄
（
広
田
）

　
銅
賞　
𡧃
山
　
昭
彦
（
広
田
）

　
銅
賞　
松
本
　
光
雄
（
北
阿
万
）

　
銅
賞　
奥
野
　
允
規
（
榎
列
）

水
産
加
工
品
（
の
り
）
の
部

　
銀
賞　
北
西
水
産
（
南
淡
漁
協
）

　
銅
賞　
三
共
水
産
（
湊
漁
協
）

第
48
回
全
淡
た
め
池
コ
ン

ク
ー
ル　
　

　
最
優
秀
賞　
長
谷
池　

　
長
谷
池
沖
田
田
主
（
阿
万
）

　
管
理
奨
励
賞　
畑
田
池

　
上
八
木
土
地
改
良
区
（
八
木
）

ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ミ
ル
ク
ア

ワ
ー
ド
２
０
２
５

　
最
優
秀
賞　

　
堀
部
　
浩
二
（
八
木
）

受
賞
受
賞おめ

で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

地域

活
用
事
例
を
紹
介
し
ま
す

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
備
品
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
大
切
に
管
理
さ
れ
、
よ
り
一

層
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に

つ
な
が
り
ま
す
。

❶
志
知
口
地
区
自
治
会

・
公
会
堂
の
整
備

❷
丸
田
自
治
会

・
だ
ん
じ
り
備
品
の
修
繕

　

車
台
、
車
台
木
枠
、
タ
イ
ヤ
、

ホ
イ
ル
、
ハ
ブ
、
シ
ャ
フ
ト
、

当
て
布
団
、
水
引
幕

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発
展
を
支
援

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
南
あ
わ

じ
市
で
は
公
会
堂
の
整
備
や
だ
ん

じ
り
備
品
の
修
繕
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
強
化
を
目
的
と
し

た
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
公
会
堂
や
修
繕
し
た
だ
ん
じ
り❶❶

❷❷
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淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　「
絵え
ほ
ん
た
い
こ
う
き

本
太
功
記 

尼あ
ま
が
さ
き

ヶ
崎
の
段
」

▽
内
容
　
だ
ん
じ
り
唄「
太
十
」に
も

なっ
た
光
秀・十
次
郎
な
ど
を
展
示

◆
第
34
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間
　
５
月
10
日（
日
）ま
で

◆
南
あ
わ
じ
市
市
政
20
周
年
記
念

特
別
展「
淡
路
座
と
大
阪
」

▽
内
容
　
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に

至
る
ま
で
、淡
路
の
人
形
座
と

大
阪
の
興
行
界
と
は
密
接
な
交

流
が
あ
り
ま
し
た
。初
め
て
公

開
さ
れ
る
文
楽
軒
関
連
資
料
を

は
じ
め
、淡
路
座
と
大
阪
の
結
び

つ
き
を
物
語
る
資
料
の
数
々
を

展
示
し
ま
す
。（
展
示
監
修
・
解

説
執
筆 

大
阪
公
立
大
学
教
授

久
堀
裕
朗
）

▽
期
間
　
３
月
22
日（
日
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

▽
定
員
　
各
日
先
着
10
人

▽
対
象
　
小
学
１
年
生
～
５
年
生

▽
参
加
費
　
無
料

※
持
ち
物
は
申
込
み
時
に
お
伝
え

し
ま
す

▽
申
込
締
切
　
３
月
９
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　（
公
財
）淡
路
人
形
協
会

　
☎
42
・
６
０
６
０

「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」体
験
教
室

　
人
形
浄
瑠
璃
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
中
学
生
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
が
優
し
く
教
え
て
く
れ

ま
す
。
人
形
に
さ
わ
っ
た
り
、
三

味
線
を
弾
い
た
り
し
て
み
た
い
人

は
、
お
友
達
を
誘
っ
て
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
　
人
形
の
操
り
体
験
・
浄

瑠
璃
体
験（
太
夫
・
三
味
線
）

▽
日
時
　
３
月
28
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所
　
福
井
自
治
会
館

　（
賀
集
福
井
３
９
２
）

▽
定
員
　
先
着
20
人

▽
対
象
　
小
学
４
年
生
～
６
年
生

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
方
法
　
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
の
間
に
淡
路
人
形
協
会

ま
で
電
話
申
込

※
水
曜
日
は
休
館

▽
申
込
期
限
　
３
月
23
日（
月
）

問
淡
路
人
形
協
会

　
☎
42
・
６
０
６
０

働
く
婦
人
の
家
講
座

◆
心
と
体
に
や
さ
し
い
健
康
体
操

講
座
（
要
予
約
・
無
料
）

▽
日
時
　
３
月
22
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
講
師
　
健
康
運
動
実
践
指
導
者

　
久
保
多
美 

氏

▽
内
容
　
笑
っ
て
楽
し
く
筋
力
ア

ッ
プ

▽
持
参
品
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ・タ
オ
ル・
飲
み
物

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・２
３
２
６

※
申
し
込
み
は
先
着
順
で
、定
員

に
達
し
次
第
受
付
終
了

※
土
曜
、日
曜
、祝
日
受
付
可

「
き
こ
え
」に
不
安
の
あ
る
方

の
た
め
の
読
話
教
室

　「
読
話
」と
は
、話
者
の
口
の
形
か

ら
話
を
読
み
取
る
方
法
で
す
。耳
か

ら
の
情
報
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、コ
ミ

ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
り
に
く
い
と
感

じ
る
人
に
と
っ
て
、読
話
は
非
常
に

有
効
な
手
助
け
と
な
り
ま
す
。一
緒

に
読
話
を
学
ん
で
、さ
ら
に
会
話
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

▽
対
象
　

　
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
人
で

聞
こ
え
に
不
安
の
あ
る
人

▽
日
時
　
４
月
19
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
３
時

滝
川
記
念
美
術
館 

玉
青
館

◆
春
季
特
別
展「
珉
平
焼
か
ら
タ
イ
ル

へ
‒
南
あ
わ
じ
の
近
代
化
遺
産
‐
」

▽
内
容
　
江
戸
時
代
後
期
に
伊
賀

野
村
で
開
窯
し
た
珉
平
焼
の
成

立
か
ら
日
本
初
の
本
格
的
タ
イ

ル
生
産
の
発
展
ま
で
を
南
あ
わ

じ
の
重
要
な
近
代
化
遺
産
と
し

て
位
置
づ
け
、そ
の
歴
史
と
と

も
に
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
作

品
や
製
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間
　
６
月
７
日（
日
）ま
で

◆「
Ｒ
ｉ
ｄｅ 

ｔ
ｈｅ 

Ｔｒａ
ｉｎ

～
思
い
出
の
淡
路
鉄
道
～
」

▽
内
容
　
か
つ
て
、島
民
の
生
活
を

支
え
た
淡
路
鉄
道
。大
正
11
年

の
開
業
か
ら
昭
和
41
年
の
廃
線

ま
で
の
足
跡
や
当
時
の
駅
舎
の

姿
と
現
在
の
様
子
を
写
真
パ
ネ

ル
と
資
料
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
間
　
６
月
７
日（
日
）ま
で

◆
３
月
の
休
館
日　
２
日（
月
）、

９
日（
月
）、16
日（
月
）、23
日

（
月
）、30
日（
月
）

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
子
ど
も
絵
画
教
室

▽
内
容
　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料

館
で
、淡
路
人
形
の
絵
を
描
い
て

み
よ
う

▽
日
程
　
３
月
21
日（
土
）・
22
日

（
日
）午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所
　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

16161717

国
税
専
門
官
の
募
集

▽
受
験
資
格
　
❶
平
成
８
年
４
月

２
日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
❷
平
成
17
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
大
学

を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
令
和
９

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人
な
ど

▽
試
験
日

　
第
１
次
試
験
　
５
月
24
日（
日
）

▽
申
込
受
付
　
３
月

23
日（
月
）ま
で
。

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
込

※
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
洲
本
税
務
署
☎
24
・
１
２
１
３

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
の
制
度
見

直
し
に
つ
い
て

　
兵
庫
県
に
よ
る
制
度
の
見
直
し

に
伴
い
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、

内
容
の
一
部
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

▽
変
更
点
　
❶
複
数
年
分
の
一
括

支
払
い
に
よ
る
新
規
加
入
の
受

令
和
８
年
度
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
受
講
者
募
集

◆
昼
の
部

▽
日
時
　
４
月
15
日（
水
）～
令
和

９
年
３
月
10
日（
水
）ま
で
の
毎

週
水
曜
日
、午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所
　
広
田
地
区
公
民
館

◆
夜
の
部

▽
日
時
　
４
月
23
日（
木
）～
令
和

９
年
３
月
11
日（
木
）ま
で
の
毎

週
木
曜
日
、午
後
７
時
～
９
時

▽
場
所
　
市
地
区
公
民
館
、津
名

公
民
館
、洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

※
ご
希
望
の
会
場
を
１
カ
所
選
択

◇
昼
・
夜
共
通

▽
対
象
　
淡
路
島
に
在
住
ま
た
は

勤
務
地
を
有
す
る
高
校
生
以
上

で
、手
話
の
学
習
経
験
が
な
い
人

▽
受
講
料

　
３
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
定
員
　
各
会
場
15
人
程
度

▽
申
込
締
切
　
４
月
８
日（
水
）

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
☎
24
・
３
８
５
０
F
　

26
・
１
１
７
５

付
を
終
了（
単
年
度
支
払
い
の

み
可
能
）❷
給
付
金
は
積
立
資

産
の
範
囲
内
で
給
付

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
出
前
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基
金

　
☎
０
７
８
・
３
７
１
・
１
０
０
０

◆
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済
出
前
相
談

　
年
間
５
０
０
０
円
の
少
額
負
担

で
、す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象
で
す
。

▽
日
時
　
３
月
９
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

農
業
共
済
組
合
の
事
務
所
名

変
更
の
お
知
ら
せ

　
農
業
共
済
組
合
の
組
織
再
編
に

伴
い
、
県
内
19
事
務
所
か
ら
６
支

所
体
制
に
移
行
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
事
務

所
名
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▽
３
月
31
日
ま
で
：
南
あ
わ
じ
事

務
所

▽
４
月
１
日
か
ら
：
淡
路
支
所

※
事
務
所
の
位
置
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

家
畜
診
療
所
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

問
農
業
共
済
組
合
南
あ
わ
じ
事
務
所

☎
42
・
６
２
１
０

文
化
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
３
月
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
程
　
❶
11
日（
水
）午
後
７
時

❷
25
日（
水
）午
後
７
時
❸
28
日

（
土
）午
前
10
時
30
分
❹
29
日

（
日
）午
後
１
時
30
分

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人（
要
予
約
）

※
受
付
は
３
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す

◆
ヨ
ガ
教
室（
要
予
約
）

▽
対
象
者
　
中
学
生
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円（
各
回
）

▽
定
員
　
各
40
人

▽
日
時
　
❶
３
月
７
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時
30
分
❷
３
月
21
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マッ
ト

◆
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

　
３
月
17
日（
火
）は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
臨
時
休
業
し
ま
す
。

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

公
務
員
合
同
職
業
説
明
会

み
ん
な
で
知
ろ
う
公
務
員
の
仕
事

▽
日
時
　
３
月
20
日（
金
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
参
加
機
関
　
南
あ
わ
じ
市
役

所
、淡
路
市
役
所
、淡
路
広
域

水
道
企
業
団
、淡
路
広
域
消
防

事
務
組
合
、兵
庫
県
警
察
、洲

本
税
務
署
、海
上
保
安
庁
、神

戸
拘
置
所
、防
衛
省
自
衛
隊

▽
場
所
　
広
田
地
区
公
民
館

▽
講
師
　

　
岡
恵
子
さ
ん（
言
語
聴
覚
士
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　

　
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
☎
　

24
・
３
８
５
０

　
F
　

26
・
１
１
７
５

地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
６

～
ひ
ろ
が
る
居
場
所
つ
な
が
る
笑
顔
～

　
市
内
に
広
が
る
多
様
な
“
居
場

所
”
の
魅
力
と
地
域
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時
　

3
月
7
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
会
場
　
湊
地
区
公
民
館

▽
内
容
　
倭
文
永
田
邸
・
阿
万
吹

上
町
自
治
会
の
実
践
報
告
ほ
か

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　

　
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
・
３
０
０
７

第
４
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座

「
園
芸
を
ト
コ
ト
ン
楽
し
み
た
い
方
へ
」

▽
日
時
　
３
月
20
日（
金
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
～

▽
講
師
　
園
芸
超
人 

カ
ー
メ
ン
君

▽
場
所
　
洲
本
市
五
色
文
化
ホ
ー
ル

▽
定
員
　
先
着
２
０
０
人

※
無
料
、
要
事
前
申
込

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

募
　
集

※
参
加
無
料
、入
退
室
自
由
、服
装

自
由
、予
約
不
要

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　
☎
24
・
２
４
４
９

淡
Ａ
Ｍ
Ａ
軽
ト
ラ
市

▽
日
時
　
３
月
29
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
阿
万
本
庄
通
り
商
店

街
・
萬
勝
寺
・
亀
岡
八
幡
神
社

▽
内
容
　
軽
ト
ラ
の
荷
台
を
店
に

見
立
て
た
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
。ヨ

ガ
や
こ
ど
も
の
棟
上
げ
体
験
、ス

テ
ー
ジ
イ
ベン
ト
も
同
時
開
催
。

▽
主
催
　
淡
Ａ
Ｍ
Ａ
軽
ト
ラ
市
実

行
委
員
会

問
阿
万
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
☎
55
・
０
０
４
６

第
27
回
手
し
ご
と
市

あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ツ

～
み
な
い
こ
マ
ル
シ
ェ
～

▽
日
時
　
３
月
15
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
荒
天
中
止

▽
場
所
　
美
菜
恋
来
屋

▽
出
店
者
　
22
店
舗（
予
定
）

▽
内
容
　
手
し
ご
と
作
品
販
売（
革

小
物
・
布
小
物
・
多
肉
植
物
・ア
ク

セ
サ
リ
ー
ほ
か
）、ハ
ン
ド
マッ
サ
ー

ジ
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

※
収
益
金
の
一
部
は
、犬
猫
の
保

護
基
金
な
ど
に
使
用
し
ま
す

問
同
実
行
委
員
会（
三
木
）

　
☎
０
９
０
・
５
１
５
２
・
８
４
５
２

お
知
ら
せ

催
　
し



情報瓦ばん情報瓦ばん

2026.3.1 発行

得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
希
望
す
る
女
性
に
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
５
日（
木
）、12

日（
木
）、19
日（
木
）、26
日

（
木
）、28
日（
土
）

※
相
談
時
間
は
各
日
、次
の
と
お
り

　
❶
午
前
10
時
～
❷
午
前
11
時
～

❸
正
午
～

▽
場
所
　
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー・イ
ー
ブ
ン

▽
相
談
員
　
髙
見
香
織
さ
ん（
特

定
社
会
保
険
労
務
士
、キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
込
み
　
予
約
専
用
番
号

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

※
一
時
保
育
あ
り

※
参
加
は
年
度
内
に
１
回
の
み

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

自
殺
対
策
強
化
月
間

　
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で

す
。
先
の
見
え
な
い
不
安
や
、
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
な
ど
の
こ
こ

ろ
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
一
度
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
０

司
法
書
士
会
に
よ
る

無
料
相
談
会（
完
全
予
約
制
）

▽
内
容
　
無
料
登
記
、成
年
後
見
、

法
律
相
談（
１
人
30
分
以
内
）

▽
日
時
　
３
月
18
日（
水
）

　
午
後
６
時
～
９
時

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
予
約
・
問
合
せ

　
山
下
富
弘
司
法
書
士
事
務
所

　
☎
23
・
９
１
７
１

専
門
栄
養
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
在
宅
の
食
事
療
法
や
栄

養
成
分
表
示
の
表
示
方
法
、活

用
方
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

▽
日
時
　
３
月
９
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所
　
兵
庫
県
洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
２

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
精
神
科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
に
関
す
る
個
別
相
談

▽
日
時
　
３
月
11
日（
水
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
０

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

（
予
約
制
・
相
談
無
料
）

▽
内
容
　
仕
事
や
起
業
、資
格
取

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
参
加
費
　
無
料

▽
応
募
締
切
　
３
月
25
日（
水
）

▽
主
催
　
南
あ
わ
じ
地
学
の
会

▽
申
込
・
問
合
せ
　

　
地
学
の
会 （
会
長 

野
田
）

☎
０
８
０
・
１
４
３
０
・
８
３
１
４

囲
碁
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
大
会

▽
日
時
　
３
月
30
日（
月
）

　
午
後
０
時
30
分
開
始

▽
場
所
　
松
帆
地
区
公
民
館

▽
参
加
費
　
５
０
０
円

問
同
ク
ラ
ブ（
溝
渕
）

　
☎
０
８
０
・
２
４
８
１
・
３
４
３
１

第
12
回
南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会

▽
日
時
　
３
月
28
日（
土
）

　
午
後
０
時
30
分
開
演

▽
場
所
　
市
地
区
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
お
楽
し
み
抽
選
会
あ
り

問
南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会

　（
伊
勢
崎
）☎
52
・
１
３
０
５

第
13
回
音
の
和
コ
ン
サ
ー
ト
ｉｎ

南
あ
わ
じ

▽
日
時
　
３
月
20
日（
金
・
祝
）

　
午
後
２
時
開
演

　（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▽
場
所
　
湊
地
区
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
料
金

　
❶
当
日
券
大
人
３
０
０
０
円
、

学
生（
大
学
生
以
下
）２
０
０
０

円
❷
前
売
り
券
大
人
２
０
０
０

円
、
学
生
（
大
学
生
以
下
）

（
キ
ャ
デ
ィ
付
）

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
賛
金
と
し
て

５
０
０
０
円

▽
申
込
期
限
　
３
月
14
日（
土
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、締
切

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路（
正
本
）

　
☎
０
９
０
・
７
８
７
４
・
７
８
５
０

無
料
法
律
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
市
顧
問
弁
護
士
に
よ
る

相
談（
１
人
20
分
）

▽
日
時
　
３
月
17
日（
火
）、26
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
定
員
　
先
着
９
人

※
限
ら
れ
た
時
間
で
法
的
問
題
の

処
理
方
法
に
つ
い
て
考
え
方
や

解
決
方
法
等
を
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
も
の
で
す（
書
類
の
作
成
や

調
査
、事
務
処
理
な
ど
を
行
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
を
お

受
け
す
る
た
め
、市
行
政
に
対
す

る
相
談
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

行
政
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
行
政
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
日
時
　
３
月
12
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

18181919

淡
路
人
形
座（
３
月
公
演
案
内
）

～
受
け
継
が
れ
る
淡
路
人
形　

五
百
年
の
歴
史
が
こ
こ
に
あ
る
～

◆
上
演
内
容　

◇
１
日（
日
）～
31
日（
火
）

　
午
前
10
時
、午
後
３
時

　「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」・「
人

形
解
説
」・「
戎
舞
」

◇
１
日（
日
）～
31
日（
火
）

　
午
前
11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分

　「
ゆ
る
っ
と
人
形
浄
瑠
璃
」

※
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
の
解

説
と「
伊だ
て
む
す
め
こ
い
の
ひ
が
の
こ

達
娘
恋
緋
鹿
子
　

火ひ
の
み
や
ぐ
ら

の
見
櫓
の
段
」の
セ
ッ
ト

◇
20
日（
金
・
祝
）～
22
日（
日
）

　
午
前
11
時
10
分
～

　「一い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

谷
嫩
軍
記 

須す
ま
の
う
ら
く
み
う
ち

磨
浦
組
打
の
段
」

※
上
演
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い

◆
３
月
の
休
館
日　

　
４
日（
水
）、11
日（
水
）、18
日

（
水
）、25
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

灘
仁
頃
の
化
石
発
掘
体
験
会

　
灘
仁
頃
の
海
岸
に
お
い
て
、化
石

発
掘
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
29
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
３
時
　

※
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所
　
灘
仁
頃
漁
港

▽
定
員
　
先
着
20
人

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
内
容
　
契
約
な
ど
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日

※
土
日
祝
日
は
休
業

　
午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時

～
４
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
☎
43
・
５
０
９
９

教
育
相
談（
予
約
制
）

▽
日
時
　
３
月
９
日（
月
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

問
淡
路
教
育
事
務
所
☎
22・４
１
５
２

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

（
要
予
約
）

▽
内
容
　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時
　
３
月
28
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
申
込
締
切
　
３
月
24
日（
火
）

　
午
後
５
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可
。平
日
も
相

談
可

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
予
約
制
）

▽
内
容
　
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
無
料
相
談

１
０
０
０
円

▽
出
演
者

　
松
井
駿
、中
田
丈
次
、張
明
珠

（
マ
リ
ン
バ・
打
楽
器
奏
者
）

　
横
山
亜
美

　（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
）

問
同
実
行
委
員
会（
中
田
）

　
☎
０
９
０
・
９
７
０
２
・
５
４
４
８

洲
本
吹
奏
楽
団

第
40
回
記
念
定
期
演
奏
会

▽
日
時
　
３
月
22
日（
日
）

　
午
後
２
時
開
演

　（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
内
容
　
客
演
指
揮
と
し
て
、八

木
澤
教
司
氏
を
招
き
、委
嘱
作

品
で
あ
る
淡
い
花
の
夢
路
を
演

奏
し
ま
す
。

　
曲
目
：
遥
か
天
鵞
絨
、万
博
メ

ド
レ
ー
、炎
の
フ
ァ
イ
タ
ー 

ほ
か

※
入
場
無
料
、全
席
自
由

問
洲
本
吹
奏
楽
団（
原
田
）

　
☎
０
９
０
・
６
０
６
５
・
３
３
２
６

第
２
６
２
回
神
代
天
体
観
測
会

「
皆
既
月
食
を
見
よ
う
」

▽
日
時
　
３
月
３
日（
火
）

　
午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所
　
神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。悪
天
候
時
は
神

代
地
区
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

（
木
田
）

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

第
４
回
縁
結
び
相
談
会

▽
内
容
　
個
別
相
談

※
参
加
費
無
料
、
年
齢
不
問

▽
日
時
　
３
月
15
日（
日
）

　
午
後
１
時
～

▽
場
所
　
永
田
邸

　（
倭
文
長
田
１
４
９
３
）

問
樋
口
季
一
郎
顕
彰
会（
出
田
）

　
☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

里
山
基
地
の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程
　

3
月
15
日（
日
）

▽
内
容
　
親
子
で
カ
レ
ー
づ
く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
俳
句
大
会

▽
内
容
　
永
田
青
嵐
を
知
ろ
う

▽
日
時
　
３
月
15
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所
　
八
幡
寺

（
淡
路
市
志
筑
１
９
１
０
）

▽
定
員
　
先
着
30
組
（
小
学
生
と

そ
の
家
族
、
中
学
生
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路

（
山
岡
）
F
　

23
・
０
２
２
１

第
18
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

▽
日
程
　
４
月
14
日（
火
）

▽
場
所
　
洲
本
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▽
募
集
人
員
　
40
組
１
６
０
人

▽
プ
レ
ー
フ
ィ
　
１
万
１
０
５
０

円（
セ
ル
フ
）、１
万
４
５
７
０
円

催
　
し

▽
日
時
　
３
月
25
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

問
兵
庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
淡
路
支
部（
長
次
設
計
）

　
☎
22
・
１
９
７
６

農
地
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
農
地
に
関
す
る
相
談 

▽
日
時
　
３
月
27
日（
金
）

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
定
員
　
先
着
４
人

問
農
業
委
員
会
事
務
局 

　
☎
43
・
５
２
３
６

障
が
い
者
等
の
お
仕
事
相
談

▽
巡
回
相
談
日
　
３
月
24
日（
火
）

▽
受
付
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分（
予
約
優
先
）

▽
相
談
内
容
　
働
き
た
い
け
ど
何

か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
、個
別
相
談
が
し
た
い 

な
ど

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

問
森
の
た
ね
（
森
の
木
フ
ァ
ー
ム
内
）

☎
53
・
０
１
８
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
に
よ
る

巡
回
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
職
業
相
談
お
よ
び
紹
介

▽
対
象
者
　
生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時
　
３
月
10
日（
火
）

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
定
員
　
先
着
３
人

問
福
祉
課 

☎
43
・
５
２
１
６

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者
　
市
内
在
住
で
経
済
的
な

問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り
の
人

▽
事
業
内
容
　
❶
自
立
相
談
支
援

事
業
　
専
門
の
相
談
員
が
相
談

を
受
け
て
、ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
を
相
談
者
と
一
緒
に
考

え
、具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。❷
住

居
確
保
給
付
金
　
離
職（
２
年

以
内
）な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ

た
人
、ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
高

い
人
に
就
職
に
向
け
た
活
動
等

を
条
件
と
し
て
一
定
期
間
、家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

若
者
就
労
相
談（
予
約
制
）

▽
対
象
　
現
在
、仕
事
に
就
い
て
い

な
い
15
歳
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事

に
悩
み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時
　
３
月
25
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　
☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

相
　
談
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※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次
元コードから市ホームページをご確認ください

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10時～午前６時（受付は午前５時 40分）
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の
洲本市応急診療所において開設。予約不要。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療（対象は中学生まで）

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専門
　以外の診療はできな
　い場合があります

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

※詳しくは、健康課（☎43-5218）まで

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

22 日 13:30 ～ 16:00 いちばん星
（市福永572）

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

23 月 13:30 ～ 15:00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

４ 水 14:00 ～ 16:00 いちばん星
（市福永572）

※詳しくは、地域包括支援室（☎43-5237）まで

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

11 水 14:00 ～ 15:00 市地区公民館

● スマイル (認知症 )カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
物忘れチェック、物忘れ相談なども実施しています
日 曜日 受付時間 場所

３ 火 14:00 ～ 15:30 くつろぎプラザシーパ
(湊110)

27 金 14:00 ～ 16:00 いちばん星
（市福永572）

● 献血
日 曜日 受付時間 場所

13 金 11:30 ～ 15:45 市地区公民館

● 「からだ」と「こころ」の健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、
栄養相談、血圧測定、
こころの相談など

19 木  ９:00 ～ 11:00
13:00 ～ 14:30

市役所
本館 1 階

※こころの相談は、予約制です

　３　３月の健康カレンダー

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで
※受付時間等は対象者に案内します

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ７年11月生） 27 金 南あわじ市
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ７年10月生） 25 水 子育て学習・

支援センター

育児相談 （Ｒ７年8月生） 24 火

南あわじ市
保健センター

10カ月児健康診査 （Ｒ７年5月生） 12 木

 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ６年8月生） ３ 火

２歳児育児相談・歯科健診 （Ｒ５年8月生）11 水

３歳児健康診査 （Ｒ４年10月生） 17 火

就学前５歳児健康診査
（Ｒ３年3月１日～４月１日生） 26 木

遊びの教室（予約制） ５ 木

発達支援相談（予約制） ５ 木

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

１日（日） 穀内純江 医師 西口　弘 医師

８日（日） 富本喜文 医師 平山　毅 医師

15日（日） 鈴木俊示 医師 鈴木俊示 医師

20日（金） 日笠久美 医師 守本圭希 医師

22日（日） 富本喜文 医師 瀧川　卓 医師

29日（月） 友清龍一郎 医師 岩崎正道 医師

問健康課☎ 43-5218

救急安心センターひょうご「#7119」

救急医療電話相談。専門家が 24時間 365日対応。

意外と知らない？骨折・骨粗しょう症のこと
‐未来のために、今からできること‐

　適切な治療と生活習慣の改善によって、進行を抑えた
り骨折のリスクを減らしたりすることが可能です。

◆骨粗しょう症は治療できるの？

　骨の質や量が減少し、骨がもろくなってしまう病気です。
これにより、ちょっとした衝撃や転倒でも骨折しやすくな
ります。特に高齢者や閉経後の女性に多く見られます。

◆骨粗しょう症って何？ ◆骨折・骨粗しょう症に関する３つの数字

◇骨粗しょう症検診の受診率：5.5％（全国平均:2022年）

◇適切な服薬により腰椎の骨密度が 13%上がる
　と、骨折を 70％予防することができる

◇適切な服薬により股間節全体の骨密度が 6%上がる
　と、骨折を 40％予防することができる

◆骨折・骨粗しょう症の予防のために

1. 運動・転倒予防 
▶適度な運動
・ウォーキングや筋力トレーニング
　骨に適度な刺激を与え、筋肉を強くする。
・バランス運動
　転倒防止のために体のバランス感覚を鍛える。

▶生活環境の整備
・転倒のリスクを減らす
　家の中の段差や滑りやすい場所を改善し、手すりを設
置する。

・適切な靴を履く
　安定感のある靴を選んで足元を守る。

2. 栄養
▶適切な体重の維持
　適切な体重を保つことが大切です。また、骨折の原因
となる「転倒」を防ぐには、筋力を落とさずに強くする
ことが必要です。
なぜ体重管理が大切なのか？
　やせすぎると骨への負荷が減り、骨密度が低下しやす
くなります。逆に肥満は関節や骨に負担をかけ、転倒時
の骨折リスクを高めます。適正な体重は骨に適度な刺激
を与え、骨を強く保つために重要です。

▶食生活の見直しで骨を強くするポイント
　カルシウムは骨の主成分で、
牛乳や乳製品、小魚、緑黄色野菜に多く含まれています。
毎日の食事で意識して摂りましょう。
　ビタミンDはカルシウムの吸収を助けます。日光浴によ
り体内でも作られるほか、サケや干したきのこ類からも摂
取できます。また、カルシウムの吸収には他のビタミンな
ども必要なため、バランスよく取り入れることが大切です。

3. 服薬・検査関係
加齢による骨密度減少も適切な服薬により維持・強化が
可能です。
▶薬について
　骨を強くする薬があり、医師が症状に合わせて処方し
ます。薬は長く続けることで効果が出ますので、指示を
守って服用しましょう。

▶検査について
・骨密度検査で骨の強さを調べます。
・血液や尿検査で骨の状態をチェックします。
　定期的な検査と薬の服用で、骨折のリスクを減
らせます。疑問があれば医師に相談してください。

こちらの動画をご覧ください 令和６年度兵庫県モデル事業　医療関係者と連携した健康づくり支援事業
　兵庫県は、全国的に見ても要介護の要因となる「大腿骨近位部骨折」の発生率
が高い水準にあります。骨粗しょう症による骨折予防には、毎日の食事や運動の
ほか、転倒予防が大切です。この動画では、骨粗しょう症を予防する食事のポイ
ントや骨を強くするレシピをご紹介します。
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子子育育てて広広場場

2323 2222
※放送時間・内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間
分の番組内容が表示
されます。また、録画機
で簡単予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペ
ージで番組
の見どころ
を確認いた
だけます。

EPG（電子番組表）

　問プロモーション室
☎43-5201

家庭で楽しむ 学校給食 24家庭で楽しむ 学校給食 24
今月の 「切り干し大根煮」

■ 作り方　
❶切り干し大根は水でもどし、水気を軽くしぼる。
❷にんじんは千切り、油あげ・さつま揚げは短冊切りにする。
❸煮干しでだしをとる。❹鍋にひき肉を入れ、少量のだしとAの調

味料でほぐしながら加熱する。
❺切り干し大根を加え、かぶるくらいまでだしを足し、約５分ほど煮る。
❻にんじん・油あげ・さつま揚げを加え、だしが少し残る程度まで

煮たら、最後にグリンピースを加えて仕上げる。

問市立図書館☎53-0234・三原分館☎43-5037

みんなの図書館
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　☎42-7703

ゆめるんセンター　開設時間　平日9：00～16：00
　いつでもお気軽に遊びに来てね。
　※初めての利用は登録が必要です。(登録無料)
　※ゆめるんノート、名札持参(出前ひろばも同様)　

市ホームページ

ひろば名 開設日 場所
みどり ６,11,25,27 保健センター

せいだん ３,10,12,24 湊地区公民館
みはら 10,12,19,24,26 働く婦人の家

なんだん ４,11,13,25,27 福良地区公民館

３月の出前ひろば　開設時間10:00～11:30　
※親子でお気軽にお出かけください。どこでも参加できます ひよこ

　　　　※現在妊娠中の人も含む　
 　R７.4.2 ～
　 R８.4.1生まれ

りす  　R６.4.2 ～ 
 　R７.4.1生まれ

うさぎ  　R５.4.2 ～ 
 　R６.4.1生まれ

ぞう  　R４.4.2 ～ 
 　R５.4.1生まれ

今年度の年齢別ひろばの区分

対象 開催日時 行事名・場所 備考

ひよこ 17 日 ( 火 )
10:25 ～

ありがとうの会
ゆめるんセンター

 定員　30組　　持参　カラーペン、ウエットティッシュ
 申込方法　ゆめるんセンター、出前ひろばで申し込み
 申込締切　３月11日（水） 

りす
うさぎ
ぞう

16 日 (月)
18 日 (水)
10:25 ～

ありがとうの会
ゆめるんセンター

 定員　各30組　　持参　カラーペン、ウエットティッシュ
 申込方法　ゆめるんセンター、出前ひろばで申し込み
 申込締切　３月11日（水） 

登録児 23 日 ( 月 )
10:15 ～

３月おたんじょうかい
ゆめるんセンター

 持参　ウエットティッシュ
 ※右の申込フォーム(二次元コード)から
　 お申し込みください

３月の主な催し　※要申込、詳細はお問い合わせください。申し込みは先着順、定員に達し次第受付を終了します

◆三原分館が明るくなりました
　南あわじ市出身の渡辺政彦さんのご

寄附で、照明工事が完了しました。ホ
ールや児童開架室の照明が明るくなり、小さな文字も読み
やすくなりました。ぜひ三原分館にお越しください。

◆ピノキオのおはなし会（市立図書館）　毎週日曜日10：00～
◆よみきかせ会（三原分館）　毎月第３土曜日15：00～

図書館からのお知らせ

本の世界へようこそ！

孫子コンプリート孫子コンプリート
野中根太郎 / 訳（誠文堂新光社）

本質をとらえる「一文超訳」＋現代語訳・書
き下ろし文・原文。難しく考えないでも大丈
夫。読みやすく分かりやすい本です。
あなたも『孫子曰く、…』って言ってみてくだ
さいね。

楽しく学んで自転車に乗ろう !楽しく学んで自転車に乗ろう !

友達との遊び、買い物など様々なシーンで
活躍し、子どもたちにとって欠かせない乗
り物である自転車。
その魅力と安全な乗り方を、マンガや図と
ともに紹介します。

宮田浩介 / 監修（新日本出版社）

蔵書検索市ホームページ

南あわじ市ケーブルテレビからのお知らせ12ｃｈ

保育所（園）・幼稚園、こども園の園児
の昼食風景をお送りするシリーズ番組
「ごはんですよ」。お友達との会話を楽
しみながら食べる子、お口いっぱいにほ
おばる子など、普段見ることのできない
園児たちの様子をご覧ください。

■志知幼稚園　２日（月）～15 日（日）
■倭文保育園　23 日 (月) ～４月５日 (日)
※放送時間は、電子番組表でご確認ください

　　　　　一口メモ
鶏ひき肉を使うことで、うま味が
ぎゅっと詰まったやさしい味わい
を感じることができます。

開 館 時 間　9：30～19：00
※日曜日・祝日は17時まで日曜日・祝日は17時まで
※土曜日は広田・湊地区公民館図書室のみ17時まで
休 館 日　月曜：市立図書館、広田図書室
　　　　　　水曜：三原分館、湊図書室
※祝日の翌日、資料整理日は全館室休館

市立図書館・広田地区公民館図書室

三原分館・湊地区公民館図書室

今
月
の
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

■ 材料（４人分）
　切り干し大根
　鶏ひき肉
　にんじん
　油あげ
　さつま揚げ

冷凍グリンピース
薄口しょうゆ
三温糖
みりん
煮干し

20ｇ
大さじ１弱
大さじ１強

小さじ１
３ｇ

35ｇ
60ｇ
40ｇ
15ｇ
60ｇ

コミュニティチャンネルで
ＣＭを放送しませんか？

イメージアップ戦略に！商品のＰＲに！
有料広告放送を、ぜひご活用ください。
詳しくは、お問い合せください。

３月の番組 ピックアップ！３月の番組 ピックアップ！
ごはんですよ～志知幼稚園・倭文保育園～ごはんですよ～志知幼稚園・倭文保育園～

Ａ

写真工房～フォトリエ～募集中 写真工房～フォトリエ～募集中 

今回の募集テーマは「春」。日常生活で
撮影した写真をお待ちしています♪
応募締切　５月11日(月)必着
放送日程　５月18日(月)～24日(日)

※詳しくは、市ホームページ
をご覧ください
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※詳しくは市ホームページをご覧ください
問危機管理課 ☎ 43-5203
　南あわじ警察署 ☎ 42-0110

2525 2424

●●人　口 人　口 42,972人（前月比42,972人（前月比--93人）93人）
　 （男） 　 （男） 20,703人（前月比20,703人（前月比--45人）45人）
　 （女） 　 （女） 22,269人（前月比22,269人（前月比--48人）48人）
●●世帯数 世帯数 19,935世帯（前月比19,935世帯（前月比--48世帯）48世帯）
※令和８年２月※令和８年２月１１日現在日現在

令和８年２月９日までの申出分 （敬称略）令和８年２月９日までの申出分 （敬称略）
※掲載を希望する人は、届け出の際に窓口へお申し出ください※掲載を希望する人は、届け出の際に窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

赤ちゃん赤ちゃん 性別性別 保護者保護者 地区地区 出生日出生日

石 原　 笑
え ふ

福

近 藤　 佑
ゆ な

南

本 山　 結
ゆ づ き

月

正 木　 絃
い と

心

藤 江　 希
き い と

絃

楠 原　 悠
ゆ う ひ

灯

小 泉　 奈
な お

央

正 井　 湊
そ う ま

麻

内 原　 哉
か な せ

晟

堤　　三
み つ は

葉

藤 岡　 柊
しゅうと

杜

男男

女女

女女

男男

男男

男男

女女

男男

男男

女女

男男

奨奨

正 裕正 裕

準 樹準 樹

虎太郎虎太郎

祐 貴祐 貴

多久弥多久弥

菜々子菜々子

拓 海拓 海

優 哉優 哉

俊 樹俊 樹

亮 太亮 太

榎 列榎 列

市市

阿 那 賀阿 那 賀

広 田広 田

八 木八 木

榎 列榎 列

広 田広 田

広 田広 田

津 井津 井

広 田広 田

神 代神 代

１ 月 ５ 日

１ 月 ９ 日

１ 月 18 日

１ 月 20 日

１ 月 24 日

１ 月 29 日

１ 月 30 日

１ 月 30 日

２ 月 １ 日

２ 月 １ 日

２ 月 ３ 日

出生出生

結婚結婚

夫氏名（地区）夫氏名（地区） 妻氏名（地区）妻氏名（地区） 婚姻日婚姻日

十川　祐汰（榎　列）

清野　柾徳（松　帆）

長谷川祐也（福　良）

笹山　佳暉（洲本市）

小西恵理香（榎　列）

中尾　純菜（榎　列）

山中	 璃（洲本市）

吉見	 彩（　市　）

２ 月 ２ 日

２ 月 ５ 日

２ 月 ６ 日

２ 月 ８ 日

※２月号の正解は『確定申告』 。56通の応募がありました。

日程 場所
３月４日（水）

9:00 ～ 16:45 開設 福良地区公民館

スマホ相談窓口予約専用ダイヤル
☎ 0120-333-658（受付時間 ９:00 ～ 18:00）

スマホの困りごと解決をお手伝い
今月のスマホ出張相談窓口

問情報課☎43-5206 市ホームページ

3月の市役所相談窓口
開設場所　市役所１階ロビー
開設曜日　火曜日、水曜日、金曜日
　　　　　(※４日を除く)
４月以降の予定は、３月中に市のホームペ
ージでお知らせします。

毎月・月末・平日・３日間
フードドライブ・デイ

　フードドライブとは、ご家庭で使わずに眠って
いる食品や余っている食品を集め、必要とする人
に提供する取り組みです。
日時　３月27日（金）・30日（月）・31日（火）
　　　９:00～16:00
場所　広田地区公民館、湊地区公民館
　　　市地区公民館、福良地区公民館
受付できる食品　お米、乾麺、缶詰・インスタント食
　品・レトルト食品、調味料、お菓子、飲料など
持ち込み方法　公民館に設置している「食品回収Ｂ
　ＯＸ」に食品を入れ、受付表に寄付日を記入して
　ください。
※詳しくは市ホームページをご確認くだ

さい
問市消費者協会事務局（市民協働課内） 
　☎43-5244 市ホームページ

市ホームページ

■応募方法（❶～❺すべてにご回答をお願いします）
　❶クイズの答え❷住所❸氏名❹年齢❺広報や南あわじ市
　に対するご感想・ご意見
次のいずれかの方法でご応募ください。

【スマホ】　右の応募フォームから応募

【ハガキ】　〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
　　　　　南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

【メール】　kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載
■応募締切  ３月15日(日)  ※消印有効
　※クイズ正解者の中から抽選で５人にプレゼントが当たります！
　　（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

広報クイズ

　滝川記念美術館 玉青館
は令和 8 年に開館 35 周
年を迎えます。現在、か
つて島民の生活を支えた
淡路●●の展覧会を行っ
ています。
●●に入る漢字２文字をお答えください。

（ヒントは広報 17 頁）

死亡死亡

氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日 氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日氏名氏名  年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日

園生　幸子

田村耕一郎

原口　晴基

西濱　正弘

谷　　輝子

萩山　定勝

葊地　哲男

三好さとみ

93

83

65

80

92

99

94

90

１月 13 日

１月 14 日

１月 15 日

１月 17 日

１月 18 日

１月 19 日

１月 19 日

１月 19 日

阿 万

神 代

阿 万

松 帆

賀 集

広 田

広 田

神 代

福本　和子

増本　孝司

増田かず子

鴻原　武夫

白川　敏子

泊　さつき

島田　政次

中田　正大

82

92

91

94

91

64

96

93

１月 20 日

１月 21 日

１月 24 日

１月 25 日

１月 25 日

１月 25 日

１月 28 日

１月 28 日

松 帆

灘

賀 集

阿那賀

神 代

福 良

北阿万

賀 集

濵口　幸子

岡田みさゑ

木田　妙子

藤本　　誠

今井　　弘

濵邉　昌保

家中　實子

93

88

90

88

94

86

96

１月 28 日

１月 31 日

１月 31 日

２ 月 ４ 日

２ 月 ５ 日

２ 月 ６ 日

２ 月 ７ 日

潮美台

松 帆

神 代

阿 万

潮美台

福 良

灘

　美菜恋来屋では出荷者（野菜・果物）を募集して
います。淡路島内外の人に自慢の出荷物を提供して
南あわじ市（淡路島）を共に盛り上
げませんか。
※詳しくはお問い合わせください
問美菜恋来屋☎43-3751

美菜恋来屋出荷者の募集

　　　
210

シリ
ーズ

『敦盛の頭』
　福良湾には、平清盛の甥・敦盛の首を理したと
伝えられる煙島や、源平合戦の戦場となった鶴島

（弦島）城跡などがあり、平家の栄華と没落を描
いた「平家物語」にはその様子が描かれています。
人形浄瑠璃でも源平合戦を描いた作品は数多く
あり、その中でも「一

いちのたにふたばぐんき

谷嫩軍記」は代表的な作品で
す。 淡路人形座では毎年、数盛の命日とされる3
月20日前後に「須磨浦組討の段」を上演しており、
兵庫県指定文化財の「二曲」と
いう名の頭が敦盛の配役で使
用されています。
上演日時
3月20日(金・祝)～22日(日)
11:10開演 問淡路人形座☎ 52-0260

問プロモーション室
　☎43-5205
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全国・世界大会出場おめでとう

　広田梅林ふれあい公園では３月８日まで、「梅まつ
り」が開催されています。現在、約 450 本の梅が
美しく咲き誇り、見ごろを迎えています。入園料は
無料で、どなたでもお気軽に楽しめます。色とりど
りの梅の花が春の訪れを感じさせ、訪れる人の心を
和ませています。春の香りとともに、美しい梅林の
景色をぜひご堪能ください。
問商工観光課☎ 43-5221

広田梅林「梅まつり」
色とりどりの梅が園内を彩る

　400 年の伝統を誇るいぶし瓦とひな人形が共演す
る「瓦とひなまつり」が、２月８日から産業文化セ
ンターで開催されています。
　10 回目を迎えるこの催しは、地場産業である瓦を
PR し、地元を盛り上げようと地域住民らでつくる「瓦
とひなの会」が毎年開催。約 1,500 体のひな人形と
いぶし瓦が展示され、来場者を魅了しています。期間
は３月 21 日までで、入場は無料（協力金制）です。

ひな人形と瓦、和の共演
瓦のまち、津井で開催

南あわじ市・鳴門市の事業者らが連携

「食」をテーマに地域の魅力を発信
　南あわじ市と鳴門市の飲食店や宿泊施設が中心となって活
動する「うずしお海道」プロジェクト推進協議会では、「鳴
門海峡の渦潮」を中心とした観光エリアの長期滞在型観光と
交流人口の増加を図るため、地域のブランディングに取組ん
でいます。活動を通して、「うずの幸グルメ（※１）」「カッ
プイングルメ（※２）」と称した新たな広域連携ご当地グル
メが誕生し、地元住民や観光客に提供されています。また、
地域の恵みや食材の魅力を伝える伝道師「うずの幸マイス
ター（※３）」の認定を行っています。
　２月 12 日には道の駅うずしおで、「うずの幸グルメ」と「カッ
プイングルメ」の新メニューお披露目会と、新たに認定された

「うずの幸マイスター」の認定式が開かれ、色あざやかに趣
向を凝らした地産地消の料理やスイーツが並びました。
※１ うずの幸グルメとは
鳴門海峡近海の魚介３種類以上と、両市の特産食材等を組み
合わせた新たなご当地料理。参画する南あわじ市内・鳴門市
内の 22 施設が独自のメニューを開発し、提供しています。
※２ カップイングルメとは
サイクリスト向けに、両市の特産品を使用し、カップで提供
するテイクアウトグルメ。参画する両市内 21 施設が独自に
開発し、提供しています。
※３ うずの幸マイスターとは
うずしお地域の恵みや食材の魅力を伝える「伝道師」。１月
に認定試験が行われ、今年度は 22 人が新たに合格、昨年
度の認定者数と合わせ、計 57 人のうずの幸マイスターが各
市内で活躍しています。
　参画施設などの詳細は、うずしおぐるぐるホー
ムページまたは淡路島観光協会（☎ 22-0742）
までお問い合わせください。

　淡路島の冬の風物詩「灘黒岩水仙郷」で 2 月８日
に水仙まつりが開催されました。特産品の販売 ( み
かんジュースなど ) や淡路人形浄瑠璃の体験コー
ナーが設けられ、寒い中訪れた来園者を楽しませま
した。イベントでは、施設の愛称が発表され、次の
とおり決定しました。

施設愛称名　「N
ナ ダ シ ス
adacissus あわじ」

施設屋上愛称名　「ミランカテラス」

施設の愛称が「Nadacissus あわじ」に決定

灘黒岩水仙郷で水仙まつり開催

花田　善さん花田　善さん道中健人さん道中健人さん

道中　健
け ん と

人さん（柔専館）

ブラジリアン柔術の全国大会で優勝

　道中さんは、第 26 回全日本ブラジリアン柔術選
手権（８月 29 日・東京都）アダルト黒帯ライト級
で準優勝の成績を収めました。また、第 11 回全日
本ブラジリアン柔術オープントーナメント（５月４日・
神奈川県）、第５回西日本柔術オープントーナメント

（12 月 21 日・大阪府）ではアダルト黒帯ミドル
級で出場し、両大会とも優勝の成績を収めました。

　花田さんは、兵庫県が実施した『高校生チャレン
ジ留学～ H ＹＯＧ O 高校生「海外武者修行」応援
プロジェクト～』の厳正な審査を通過し、約 20 日
間、アメリカに留学しました。留学期間中に出場した、
トリッキング（武道や体操、ダンスの動きを融合させ
た新スポーツ）のＵ１８国際大会である Loopkicks 
Gathering2025（アメリカ・サンフランシスコ）
で世界３位の成績を収めました。

花田　善
ぜん
さん（淡路三原高校２年）

トリッキングの世界大会で堂々の３位

新メニューお披露目会の様子新メニューお披露目会の様子

うずの幸マイスター認定式の様子うずの幸マイスター認定式の様子

うずしおぐるぐる
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「MINA・KATSU」応援キャラクターの募集
　ミナカツの応援キャラクターを、市内小中学生から
公募します。選ばれたキャラクターは、地域クラブ関
連のイベントなど、さまざまな場面で活躍予定です。
募集要項
・名前　「ミナカッチャン」
・性格　地域の誰もが文化芸術やスポーツ活動に親し

み、「みんなが活躍」する地域を目指している
※キャラクターのイラストと紹介文を書いて、学校教

育課にご応募ください
応募期限　３月 16 日（月）　
※詳しくは市ホームページをご覧ください
問学校教育課☎ 43-5231

　「滝川記念美術館 玉青館」は、現代南画の第一人者
である直原玉青画伯の絵画を多数コレクションする美
術館です。松帆銅鐸や地域の歴史・文化資料の展覧会
も開催し、地域の文化発信拠点として重要な役割を果
たしています。同館の入館者数は 10 万人を達成し、
市民や観光客に広く親しまれています。
　現在は春季特別展「珉平焼からタイルへー南あわじ
の近代化遺産－」、「Ride the Train ～思い出の淡路
鉄道～」の２つの展覧会を開催中です。詳しい展覧会
情報は、17 頁をご覧ください。

入館者が10万人達成
滝川記念美術館 玉青館

　南あわじ市は、2028 年度の２学期から中学校の
部活動を終了し、平日・休日ともに地域に完全展開し
ます。「MINA・KATSU( ミナカツ )」の愛称で、中
学校の部活動を広く地域に開いていく「部活動の地域
展開」を控え、市内の小中学生とその保護者を対象に、
文化・スポーツの地域クラブ活動を体験してもらう

「MINA・KATSU フェスティバル」が三原健康広場・
働く婦人の家で開催され、約 400 人が参加しました。
　イベント当日は、約 20 団体が体験ブースを出展し、
ステージでは和太鼓やオカリナの演奏、ダンスなどの
パフォーマンスが披露されました。
　市教育委員会の担当は「地域の人と連携して、安心・
安全で充実した活動環境をつくり、子どもたちの選択
肢の幅を広げ、多様な成長を支えていきたい」と話し
ました。

地域クラブの活動を体験
MINA・KATSU フェスティバルが開催されました

2828
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野球野球
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